こそ おれの 物 を 盗んだ の だ。 

第一の 盗人 よしよ し、 では この マントル はおれが 

貰つ て 置こう。 

ちくしょう 

第二の 盗人 こん 畜生！ 貴様 なぞに 渡して たまる 

もの か。 

なぐ 

第一 の 盗人 よくもお れを撲 つたな。 —— おや、 また 

おれの 剣 も 盗んだ な？ 

第三の 盗人 何 だ、 この マントル 泥坊め！ 

おお げんか またが 

三人の 者が 大暄曄 になる。 そこへ 馬に 跨った 王子 

が 一 人、 森の 中の 路を 通りかかる。 

王子 おいおい、 お前た ち は 何 をして いるの だ？ (馬 



から 下りる) 

第一の 盗人 何、 こいつが 悪い のです。 わたしの 剣 を 

盗んだ 上、 マントル さえよ こせと 云う ものです から 



第三の 盗人 いえ、 そいつが 悪い のです。 マントル は 

わたしの を 盗んだ のです。 

第二の 盗人 いえ、 こいつ 等 は 二人とも 大 泥坊です。 

これ は 皆 わたしの ものな のです から、 —— - 

第 一 の 盗人 噓を つけ！ 

おお， まら； 

第二の 盗人 この 大 法螺吹きめ！ 

三人 また 暄嘩 をしょう とする。 



は？ 

第三の 盗人 なるほど、 それも^; いか も 知れない。 

第一 一 の 盗人 ただ 値段 次第 だな。 

王子 値段 は —— そうだ。 その マントルの 代りに は、 

この 赤い マントル を やろう、 これに は 剌繡の 縁 もつ 

いている。 それから その 長靴の 代りに は、 この 宝石 

きん V.J いく けん 

の はいった 靴 を やろう。 この 黄金 細工の 剣 を やれば、 

その 剣 を くれても 損 は あるまい。 どう だ、 この 値段 

では？ 

第二の 盗人 わたし はこの マントルの 代りに、 その マ 

ン トル を 頂きましょう。 



第一の 盗人と 第三の 盗人 わたしたち も 申し分 はあり 

ません。 

王子 そうか。 では 取り換えて 貰おう。 

のち 

王子 は マントル、 剣、 長靴 等 を 取り換えた 後、 また 

またが 

馬の 上に 跨りながら、 森の 中の 路を 行き かける。 

王子 この 先に 宿屋 はない か？ 

き ん つのぶえ 

第一 の 盗人 森の 外へ 出さえ すれば 「黄金の 角笛」 と 

いう 宿屋が あります。 では 御大 事に いらっしゃい。 

王子 そうか。 では さようなら。 (去る) 

第三の 盗人 うまい 商売 をした な。 おれ は あの 長靴が、 

こんな 靴に なろうと は 思わなかった。 見ろ。 止め金 



人 も あるそう だが、 何分 あの 黒ん坊の 王様に はかな 

わない から、 みんな 指を啣 えてい るの だと さ。 

第二の 農夫 おまけに 欲の 深い 王様 は、 王女 を 人に 盗 

まれない ように、 竜の 番人 を 置いて あるそう だ。 

主人 何、 竜 じ やない、 兵隊 だそう だ。 

まほう 

第一の 農夫 わたしが 魔法で も 知っていれば、 まつ 先 

に 御 助け 申す の だが、 —— 

主人 当り前 さ、 わたし も 魔法 を 知っていれば、 お前 

まか 

さんな どに 任せて 置き はしない。 ( 一 同 笑い出す) 

王子 (突然 一同の 中へ 飛び出しながら) よし 心配す 

るな！ きっと わたしが 助けて 見せる。 



一 同 (驚いた ように) あなたが？： 

王子 そうだ、 黒ん坊の 王な ど は 何人で も 来い。 (腕 

ぱし 

組 をした まま、 一 同 を 見 まわす) わたし は 片っ端 か 

ら 退治して 見せる。 

主人 です が あの 王様に は、 三つの 宝が あるそう です。 

第一 に は 千里 飛ぶ 長靴、 第二に は、 I— 

王子 鉄で も 切れる 剣 か？ そんな 物 はわた しも 持つ 

ている。 この 長靴 を 見ろ。 この 剣 を 見ろ。 この 古い 

マントル を 見ろ。 黒ん坊の 王が 持って いるのと、 

すんぶん 

寸分 も 違わない 宝ば かりだ。 

一 同 (再び 驚いた ように) その 靴が？： その 剣が？： 



その マントルが 

主人 (疑わし そうに) しかし その 長靴に は、 穴が あ 

いている じゃありません か？ 

王子 それ は 穴が あいている。 が、 穴 は あいていても、 

一 飛びに 千里 飛ばれる の だ。 

主人 ほんとうで すか？ 

あわれ うそ 

王子 (憐 むように) お前に は噓 だと 思われる かも 知 

れ ない。 よし、 それならば 飛んで 見せる。 入口の 戸 

を あけて 置いて くれ。 ゆい か。 飛び 上った と 思う と 

見えなくなる ぞ。 

おかんじよう 

主人 その 前に 御 勘定 を 頂きましょう か？ 



第二の 農夫 何、 千里 飛んだ のさ。 一度 千里 飛んで 置 

いて、 また 千里 飛び 返った から、 もとの 所へ 来て し 

まった のだろう。 

じょうだん ば か 

第一 の 農夫 冗談 じ やない。 そんな 莫迦な 事が ある 

もの か。 

一 同大 笑いになる。 王子 は すごすご 起き 上りながら 

酒場の 外 へ 行こうと する。 

主人 もしもし 御 勘定 を 置いて 行って 下さい。 

王子 無言の まま、 金 を 投げる。 

第二の 農夫 御 土産 は？ 

王子 (剣の 柄へ 手 を かける) 何 だと？ 



第二の 農夫 (尻 ごみしながら) いえ、 何とも 云い は 

ごと き 

しません。 (独り 語の ように) 剣 だけ は 首く らい 斬 

れる かも 知れない。 

おとし わか 

主人 (なだめる ように) まあ、 あなたな ど は 御 年若 

ひとまず おとう さま 

なのです から、 一先 御 父 様の 御 国へ お帰りなさい。 

さ わ 

いくら あなたが 騒いで 見たところが、 とても 黒ん坊 

の 王様に はかない はしません。 とかく 人間と 云う 者 

つ つし 

は、 何でも 身の ほど を 忘れない ように 慎み深く す 

じょう ふんべ つ 

るの が 上分別 です。 

一 同 そうなさい。 そうなさい。 悪い 事 は 云い はし ま 

せん。 



王子 わたし は 何でも、 —— 何でも 出来る と 思った の 

に、 (突然 涙 を 落す) お前た ちに も 恥ずかしい (顔 を 

隠しながら) ああ、 このまま 消えても しまいた いよ 

うだ。 

第一の 農夫 その マントル を 着て 御覧なさい。 そうす 

れば 消える かも 知れません。 

ちくしょう 

王子 畜生！ (じだんだ を 踏む) よし、 いくらでも 

莫迦に しろ。 わたし はきつ と 黒ん坊の 王から 可哀そ 

うな 王女 を 助けて 見せる。 長靴 は 千里 飛ばれな かつ 

たが、 まだ 剣 も ある。 マントル も、 —— ( 一 生 懸命 

からて こうかい 

に) いや、 空手で も 助けて 見せる。 その 時に 後悔し 



ないよう にしろ。 (気違いの ように 酒場 を 飛び出し 

てし まう。) 

主人 困った もの だ、 黒ん坊の 王様に 殺されなければ 

好い が、 —— 

二 

ばら ふんすい あが はじめ 

王城の 庭。 薔薇の 花の 中に 噴水が 上って いる。 始 

のち 

は 誰もい ない。 しばらくの 後、 マントル を 着た 王子 



王女 わたし は 何と 云う 不仕 合せな のだろう。 もう 一 

週間 もた たない 内に、 あの 憎らしい 黒ん坊の 王 は、 

わたし を アフリカへ つれて 行って しまう。 

獅子 や 鰐の いる アフリカへ、 (そこの 芝の 上に 坐り 

ながら) わたし はいつ まで もこの 城に いたい。 この 

薔薇の 花の 中に、 噴水の 音 を 聞いて いたい。 ：：： 

王子 何と 云う 美しい 王女だろう。 わたし はたと い 命 

を 捨てても、 この 王女 を 助けて 見せる。 

王女 (驚いた ように 王子 を 見ながら) 誰です、 あな 

たは？ 

ごと 

王子 (独り 語の ように) しまった！ 声 を 出した の 



は 悪かった の だ！ 

きちが 

王女 声 を 出した のが 悪い？ 気違い かしら？ あん 

な 可愛い 顔 をして いる けれども、 —— 

王子 顔？ あなたに はわた しの 顔が 見える のです 

力？ 

ふ し ぎ 

王女 見えます わ。 まあ、 何 を 不思議 そうに 考えて い 

らっしゃる の？ 

王子 この マントル も 見えます か？ 

王女 ええ、 ずいぶん 古い マントルじゃありません 

力？ 

らくたん 

王子 (落胆した ように) わたしの 姿 は 見えない はず 



なのです がね。 

王女 (驚いた ように) どうして？ 

王子 これ は 一度 着さえ すれば、 姿が 隠れる マントル 

なのです。 

王女 それ は あの 黒ん坊の 王の マントルでしょう。 

王子 いえ、 これ もそう なのです。 

王女 だって 姿が 隠れない じゃありません か？ 

へ いそつ こしもと あ 

王子 兵卒 や 腰元に 遇った 時 は、 確かに 姿が 隠れた の 

しょ * つ こ とが 

です がね。 その 証拠に は 誰に 遇っても、 咎められた 

事がなかった のです から。 

王女 (笑い出す) それ は その はずです わ。 そんな 古 



い マントル を 着て いら つ しゃれば 下男 か 何かと 思わ 

れ ます もの。 

王子 下男！ (落胆した ように 坐って しまう) やはり 

この 長靴と 同じ 事 だ。 

王女 その 長靴 もどう かしまし たの？ 

王子 これ も 千里 飛ぶ 長靴な のです。 

王女 黒ん坊の 王の 長靴の ように？ 

王子 ええ、 —— ところが この間 飛んで 見たら、 たつ 

た 二三 間 も 飛べない のです。 御覧なさい。 まだ 剣 も 

あります。 これ は 鉄で も 切れる はずな のです が、 I 



する 

黒ん坊の 王 今日は。 わたし は 今 アフリカから、 一 飛 

びに 飛んで 来たので す。 どうです、 わたしの 長靴の 

力 は？ 

王女 (冷淡に) ではもう 一度 アフリカへ 行って いらつ 

しゃい。 

きょう. 

王 いや、 今日は あなたと 一し よに、 ゆっくり 御 話が 

したいの です。 (王子 を 見る) 誰です か、 その 下男 

は？ 

王子 下男？ (腹立たし そうに 立ち上る) わたし は 王 

子です。 王女 を 助けに 来た 王子です。 わたしが ここ 



にいる 限り は、 指 一本 も 王女に はさ させません。 

王 (わざと 叮嚀に) わたし は 三つの 宝 を 持って いま 

す。 あなた は それ を 知っています か？ 

王子 剣と 長靴と マントルで すか？ なるほど わたし 

の 長靴 は 一 町 も 飛ぶ 事 は 出来ません。 しかし 王女と 

一し よなら ば、 この 長靴 を はいていても、 千里 や 二 

千里 は 驚きません。 また この マントル を 御覧なさい 

わたしが 下男と 思われた ため、 王女の 前へ も 来られ 

たの は、 やはり マントルのお かげです。 これで も 王 

子の 姿 だけ は、 隠す 事が 出来た じゃありません か？ 

あざわら なまいき 

王 (嘲笑う) 生意気な！ わたしの マントルの 力 を 



見る が 好い。 (マントル を 着る。 同時に 消え失せる) 

王女 (手 を 打ちながら) ああ、 もう 消えて しまい ま 

した。 わたし は あの人が 消えて しまう と、 ほんとう 

に 嬉しくて たまりません わ。 

王子 ああ 云う マントル も 便利です ね。 ちょうど わた 

したち のために 出来て いるよう です。 

王 (突然 また 現われる。 忌々 しそうに) そうです。 

あなた 方の ために 出来て いるよう な ものです。 わた 

しに は 役に も 何にもた たない。 (マントル を 投げ 捨 

てる) しかし わたし は 剣 を 持って いる。 (急に 王子 

を 睨みながら) あなた はわた しの 幸福 を 奪う もの だ。 



さあ 尋常に 勝負 をしょう。 わたしの 剣 は 鉄で も 切れ 

る。 あなたの 首位 は 何でもない。 (剣を抜く) 

王女 (立ち上る が 早い か、 王子 を かばう) 鉄で も 切 

れる 剣なら ば、 わたしの 胸 も 突け るでしょう。 さあ、 

一 突きに 突いて 御覧なさい。 

さ 

王 (尻 ごみ をしながら) いや、 あなた は 斬れません。 

あざけ 

王女 (嘲る ように) まあ、 この 胸 も 突け ない のです 

か？ 鉄で も 斬れる とおつ しゃった 癖に！ 

とど 

王子 お待ちなさい。 (王女 を 押し止めながら) 王の 

云う 事 はもつ ともです。 王の 敵 はわた しです から、 

尋常に 勝負 をし なければ なりません。 (王に) さあ、 



すぐに 勝負 をしょう。 (剣を抜く) 

王 年の 若い のに 感心な 男 だ。 いか？ わたしの 剣 

にさ われば 命 はない ぞ。 

王と 王子と 剣 を 打ち合せる。 するとた ちまち 王の 剣 

は、 杖 か 何 か 切る ように、 王子の 剣 を 切って しまう 

王 どう だ？ 

王子 剣 は 切られた のに 違いない。 が、 わたし はこの 

通り、 あなたの 前で も 笑って いる。 

王 では まだ 勝負 を 続ける 気 か？ 

王子 あたり 前 だ。 さあ、 来い。 

王 もう 勝負な ど はしないでも 好い。 (急に 剣 を 投げ 



捨てる) 勝った の は あなた だ。 わたしの 剣な ど は 何 

にもなら ない。 

王子 (不思議 そうに 王 を 見る) なぜ？ 

王 なぜ？ わたし は あなた を 殺した 所が、 王女に は 

いよいよ 憎まれる だけ だ。 あなたに は それが わから 

ない のか？ 

王子 いや、 わたしに はわ かってい る。 ただ あなたに 

はそんな 事 も、 わかって いなそう な 気がした から。 

王 (考えに 沈みながら) わたしに は 三つの 宝が あれ 

ば、 王女 も 貰える と 思って いた。 が、 それ は 間違い 

だったら しい。 



王子 (王の 肩に 手 を かけながら) わたし も 三つの 宝 

が あれば、 王女 を 助けられ ると 思って いた。 が、 そ 

れも 間違いだった らしい。 

王 そうだ。 我々 は 二人とも 間違って いたの だ。 (王 

きれい 

子の 手 を 取る) さあ、 綺麗に 仲直り をし ましょう。 

しつれい ゆる 

わたしの 失礼 は赦 して 下さい。 

王子 わたしの 失礼 も赦 して 下さい。 今にな つて 見れ 

ば わたしが 勝った か、 あなたが 勝った かわからない 

ようです。 

王 いや、 あなた はわた しに 勝った。 わたし はわた し 

自身に 勝った のです。 (王女に) わたし は アフリカ 



へ 帰ります。 どうか 御 安心な すって 下さい。 王子の 

剣 は 鉄 を 切る 代りに、 鉄よりも もっと 堅い、 わたし 

ごこんれ い 

の 心 を 刺した のです。 わたし は あなた 方の 御 婚礼の 

ために、 この 剣と 長靴と、 それから あの マントルと 

三つの 宝 を さし 上げましょう。 もうこの 三つの 宝が 

あれば、 あなた 方 二人 を 苦しめる 敵 は、 世界に ない 

と 思います が、 もし また 何 か 悪い やつが あったら、 

わたしの 国へ 知らせて 下さい。 わたし はいつ でも ァ 

きへい 

フ リカから、 百万の 黒ん坊の 騎兵と 一 しょに、 あな 

た 方の 敵 を 征伐に 行きます。 (悲しそう に) わたし 

は あなた を 迎える ために、 アフリカの 都の まん 中に 



大理石の 御殿 を 建てて 置きました。 その 御殿の まわ 

リに は、 一面の 蓮の 花が 咲いて いるので す。 (王子 

に) どうか あなた はこの 長靴 を はいたら、 時々 遊び 

に 来て 下さい。 

王子 きっと 1 馳走に なりに 行きます。 

王女 (黒ん坊の 王の 胸に、 薔薇の 花 を さして やりな 

がら) わたし は あなたに すまない 事 をし ました。 あ 

やさ 

なた が こんな 優しい 方 だと は、 夢にも 知らずに いた 

のです。 どうかかん にんして 下さい。 ほんとう にわ 

たし はすまない 事 をし ました。 (王の 胸に すがりな 

がら、 子供の ように 泣き 始める) 



王 (王女の 髪 を 撫でながら) 有難う。 よくそう 云つ 

あくま 

て くれました。 わたし も 悪魔ではありません。 悪魔 

おとぎばなし 

も 同様な 黒ん坊の 王 は 御伽 噺 にある だけです。 (王 

子に) そうじゃありません か？ 

王子 そうです。 (見物に 向いながら) 皆さん！ 我々 

三人 は 目が さめました。 悪魔の ような 黒ん坊の 王 や、 

三つの 宝 を 持って いる 王子 は、 御伽 噺 にある だけな 

のです。 我々 はもう 目が さめた 以上、 御伽 噺の 中の 

国に は、 住んで いる 訣には 行きません。 我々 の 前に 

きり 

は 霧の 奥から、 もっと 広い 世界が 浮んで 来ます。 

我々 はこの 薔薇と 噴水との 世界から、 一 しょに その 



世界へ 出て 行きましょう。 もっと 広い 世界！ もつ 

と 醜い、 もっと 美しい、 —— もっと 大きい 御伽 噺の 

世界！ その 世界に 我々 を 待って いるもの は、 苦し 

みか または 楽しみ か、 我々 は 何も 知りません。 ただ 

我々 は その 世界へ、 勇ましい 一隊の 兵卒の ように、 

進んで 行く 事 を 知っている だけです。 

(大正 十 一 年 十二月) 
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